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献 上 桃 の 郷 桑 折 町 の 桃 畑 。

阿 武 隈 川 に 寄 り 添 う よ う に 桃

畑 が 広 が り 、 開  花 す る と 一  面

が ピ ン ク 色 に 染 ま り ま す 。

� 月 上 旬 か ら 中 旬 が 見 頃 で す 。

深 山 神 社 の 境 内 に は 樹 齢 � � �

年 以 上 の 榧 （ か や ） の 大 樹 と

滝 の よ う に 咲 き 誇 る 大 藤 が あ

り ま す 。 例 年 G W 頃 に 見 頃 を

迎 え ま す 。

写 真 家 の 故 ･ 秋 山 庄 太 郎 氏 が

「 福 島 に 桃 源 郷 あ り 」 と 称 え た 花

の 名 所 で す 。 � 月 下 旬 頃 か ら レ

ン  ギ ョ ウ  や  ソ メ イ  ヨ  シ ノ 、 ハ ナ

モ モ な ど が 一 斉 に 咲 き 競 い 、 山

全 体 が ほ ん の り ピ ン ク に 染 ま っ

て 見 え ま す 。

伊  達  地 方 北 部 が 一 望 で き る 公

園 と そ の 周 辺 に 開 花 時 期 の 違 う

� � 種 類 の 桜 が 約 �, � � � 本 植 え

ら れ て い ま す 。 � 月 上 旬 頃 か ら

見 頃 で 、 � 月 に は 紅  霧 島 つ つ じ

が 公 園 中 心 に 咲 き 誇 り ま す 。

百 名 山 安 達 太 良 山 の 麓 の 岳 温

泉 街 に 通 る 「 桜 坂 」 。 ソ メ イ ヨ シ

ノ が 咲 揃 い 、 ち ょ っ と 遅 い 県 北

の  春 を 告 げ ま す 。 日 帰 り 温  泉

も あ り 。 � 月 下 旬 頃 が 見 頃 で す 。

女  神 山 の 麓 に 咲 く 推  定 樹  齢

� � � 年 以 上 、 樹 高 � � m の エ ド

ヒ ガ ン ザ ク ラ 。 花 の 咲 き 具 合

に よ り ピ ン ク か ら 白 色 を 帯 び

た 淡 紅 色 に 見 え ま す 。    � 月 中

旬 頃 が 見 頃 で す 。

相 応 寺 本 堂 正 面 に そ び え 立

つ ウ ス ベ ニ シ ダ レ は 推  定 樹 齢

� � � 年 で 、 美 し い 樹 形 を 本 堂 の

大 屋 根 に 映 し 、 優 美 な 姿 を 見

せ ま す 。 � 月 上 旬 頃 が 見 頃 で す 。

周 囲 を 見 渡 せ る 小 高 い 丘 の 上

に 咲 く 推  定 樹 齢 � � � 年  の エ ド

ヒ ガ ン ザ ク ラ 。 均 衡 が と れ た

見 事 な 枝 ぶ り で 、 優 雅 な 佇 ま

い を 見 せ ま す 。 � 月 中 旬 頃 が

見 頃 で す 。

岳 温 泉 桜 坂 見 山

お お か やみ や ま

深 山 神 社 の 大 榧 ・ 大 藤

秋 山 の 駒 ザ ク ラ

花 見 山

相 応 寺 の 枝 垂 れ 桜

べ に や と う げ

紅 屋 峠 の 千 本 桜

塩 ノ 崎 の 大 桜

※ な お 、 開 花 時 期 は

　   平  年  の  も の で す 。

県 北 地 方 の

温 泉 地 等 の

観 光 情 報 は こ ち ら

県 北 地 方

｢  春  の  花  め  ぐ り ｣

マ ッ プ は こ ち ら

桑 折 町

福 島 市

二 本 松 市

大 玉 村

国 見 町

伊 達 市

川 俣 町

本 宮 市

こ お り 桃 源 郷

県 北 地 方 の “ 春 の 花  め ぐ り ” ぜ ひ ご 来  訪 く だ さ い ！県 北 地 方 の “ 春 の 花  め ぐ り ” ぜ ひ ご 来  訪 く だ さ い ！

だ け

そ う お う じ 


